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市長の所信表明に対し会派を代表して５名が代表質問を行う

平成２０年度一般会計予算を含めた市長提出の４１議案を承認・可決

議員提出議案「立川市民間住宅の耐震改修への助成に関する条例」は賛成

少数で否決

「国民保護に係る取り組みに関する請願」及び陳情２件は不採択、「道路特定

財源に係る暫定税率維持に関する意見書提出を求める請願」は継続審査に

立川市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙で当選人決まる

◆会議の経過◆

２月２８日 本会議
３月 ４日 議会運営委員会
  本会議
３月 ５日～１１日 予算特別委員会
３月１２日 総務委員会
３月１３日 厚生産業委員会
３月１４日 環境建設委員会
３月１７日 文教委員会
３月１８日 新庁舎建設･
  現庁舎敷地活用特別委員会
３月２１・２４日 本会議
３月２６日 議会運営委員会　
３月２７日 本会議
  議会運営委員会

平
成
平
成
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年
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予
算
を
可
決
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可
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平
成
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年
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可
決
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人事紹介

第1回 定例会

●代表質問
●一般質問
●予算特別委員会
●委員会の活動、議案賛否
●請願・陳情、意見書

・・・・・・・・・・・２～３面
・・・・・・・・・・・４～５面

・・・・・・・・・６面
・・7面

・・・・・・８面

清
掃
工
場
建
設
等
基
金
条
例
を
可
決

清
掃
工
場
建
設
等
基
金
条
例
を
可
決

清
掃
工
場
建
設
等
基
金
条
例
を
可
決

審議された主な議案審議された主な議案審議された主な議案審議された主な議案審議された主な議案審議された主な議案

● 立川市林間施設条例の一部を改正する条例　　　　　　　

　八ヶ岳山荘に指定管理者を導入するため、管理の基準及び業務の範囲等を定

めるとともに、関係条例を整備するもの。

● 立川市後期高齢者医療条例　　　　　　　

　本市が行う保険料の徴収などの事務について規定するもの。

● 立川市自転車等放置防止条例の一部を改正する条例　　　　　　　

　50cc以上の自動二輪車についても放置禁止区域内では整理指導対象とし、併

せて、自動二輪車を撤去対象とするもの。（７月１日施行）

● 立川市国民保護協議会条例　　　　　　　

　法により作成が義務づけられている国民保護

計画を策定するにあたり、その諮問機関となる

協議会の組織等に関し必要な事項を定めるもの。

● 立川市清掃工場建設等基金条例　　　　　　　

　清掃工場移転に伴う、清掃工場の建設等の財

源とするため、新たに基金を設置するもの。

● 立川市民間住宅の耐震改修への助成に関する条例　　　　　

　市内の民間住宅の所有者が、耐震改修を実施するにあたり、費用の一部を助

成することにより、市民の生活基盤である民間住宅の倒壊を未然に防止し、災

害に強いまちづくりの促進を目的とするもの。

市長提出議案

議員提出議案

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

否 決

ここにバイクを置かないで

ー安全・安心　立川産ーー安全・安心　立川産ーー安全・安心　立川産ー
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市
民
の
税
金
を
借
金
の
返
済
に

充
て
る
こ
と
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
は
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

市
は
独
自
に
無
借
金
市
政
運
営
を
目

指
し
、
一
刻
も
早
く
利
息
の
支
払
い

の
軽
減
に
努
め
る
べ
き
で
す
。

　
　
創
立
以
来
、
約
２０
億
円
を
繰
り

入
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
存
続

し
、
貴
重
な
税
金
を
投
入
し
続
け
る

こ
と
に
、
市
民
は
到
底
納
得
し
な
い

で
し
ょ
う
。
看
護
師
の
制
度
を
守
る

の
は
、
都
な
ど
が
取
り
組
む
べ
き
で

す
。
市
の
か
わ
り
に
運
営
を
す
る
法

人
が
あ
れ
ば
任
せ
た
い
と
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
清
掃
工
場
移
転
に
つ
い
て
は
、

基
金
を
設
置
し
１０
億
円
を
目
標
に
積

み
立
て
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
新
た

な
ご
み
処
理
施
設
を
別
の
場
所
に
移

転
し
た
場
合
、
１０
億
円
程
度
の
積
み

立
て
で
建
設
が
可
能
で
し
ょ
う
か
。

　
近
隣
市
と
の
広
域
的
な
連
携
が
で

き
れ
ば
、
予
算
面
で
も
大
変
負
担
が

軽
く
な
る
と
考
え
ま
す
。
見
解
を
。

◇
２０
年
度
税
収
増
へ
の
見
解

◇
世
界
情
勢
の
劇
的
変
化
へ
の
見
解

◇
日
米
財
政
状
況
と
市
政
へ
の
影
響

◇
歴
史
民
俗
資
料
館
の
効
率
的
運
営

◇
道
路
特
定
財
源
暫
定
税
率
廃
止
の

　
場
合
の
影
響

◇
建
築
基
準
法
の
改
正
の
影
響

◇
多
摩
川
の
洪
水
対
策

　
　
中
央
図
書
館
等
の
割
賦
金
、縁

故
債
の
繰
上
償
還
等
で
将
来
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
、新
た
な
市
債
発

行
を
抑
制
し
債
務
縮
小
を
図
り
ま
す
。

今
後
も
適
正
な
公
債
費
比
率
の
堅
持

と
債
務
残
高
の
縮
小
に
努
め
ま
す
。

　
　
看
護
師
の
養
成
は
、
基
本
的
に

は
国
民
の
医
療
を
守
り
発
展
さ
せ
る

立
場
か
ら
、
国
や
都
道
府
県
が
広
域

的
・
専
門
的
に
行
う
べ
き
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
市
の
か
わ

り
に
経
営
し
よ
う
と
す
る
法
人
は
あ

り
ま
せ
ん
。
閉
校
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
医
師
会
と
の
協
議
を
継
続
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
清
掃
工
場
移
転
は
隣
接
市
等
と

の
広
域
化
の
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、

情
報
収
集
を
行
い
、
移
転
問
題
対
策

本
部
に
お
い
て
移
転
先
を
含
め
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
財
源
は
国
か
ら
の
交
付
金
、
起
債

の
活
用
等
を
考
慮
し
１０
億
円
を
目
標

と
し
ま
し
た
が
、
計
画
が
具
体
化
し

た
段
階
で
弾
力
的
に
見
直
し
ま
す
。

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
は
問
題
が

山
積
し
、
改
善
し
て
ほ
し
い
と
い
う

声
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
制
度
設
計

自
体
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
今
こ
そ
国
に
抜
本
的

な
見
直
し
を
求
め
る
べ
き
で
す
。
　

　
ま
た
、
補
装
具
予
算
が
減
額
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
自
立
支
援
法
の
影

響
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
経
営
改
革
プ
ラ
ン
は
、
国
保
料

の
値
上
げ
、
指
定
管
理
者
の
導
入
、

保
育
園
の
民
営
化
な
ど
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
と
っ
て
様
々
な
問
題
点
を
持

っ
て
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
を
金
科
玉
条

に
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の
声
を

聞
き
、全
面
的
な
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　
　
本
市
は
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

削
減
目
標
を
決
め
、
新
年
度
か
ら
取

り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

目
標
を
達
成
し
て
も
９０
年
度
比
で
１８

・
５
％
も
プ
ラ
ス
で
す
。
京
都
議
定

書
で
は
９０
年
度
比
で
６
％
削
減
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
京
都
議
定
書
の
削

減
目
標
を
市
も
尊
重
す
べ
き
で
す
。

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
問
題

◇
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
負

　
担
軽
減

◇
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化

◇
新
庁
舎
建
設
の
防
衛
補
助

◇
競
輪
事
業
の
随
意
契
約

◇
曙
町
地
域
に
学
供
施
設
設
置

◇
法
務
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
の
対
応

　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
障
害
者
の
方
々
の
要
望

を
踏
ま
え
た
抜
本
的
な
改
善
に
つ
い

て
、
機
会
を
と
ら
え
て
国
に
求
め
て

い
き
た
い
。
補
装
具
は
利
用
者
負
担

の
導
入
を
行
っ
た
た
め
１９
年
度
の
給

付
は
減
っ
て
い
ま
す
。
２０
年
度
予
算

は
１９
年
度
決
算
見
込
み
額
等
で
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
の
集
ま
り
等
に
積
極
的
に

出
向
き
、
市
民
の
声
を
直
に
聞
く
よ

う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
個
別
の
課

題
は
全
市
民
的
な
満
足
度
の
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
判
断
が
下
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
、
経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
も
一
部
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
　
京
都
議
定
書
の
実
行
年
に
入
り
、

環
境
問
題
は
大
い
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
行
し
て
い
ま
す
が
、

市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
削
減
目
標

は
現
状
、
増
加
の
可
能
性
が
明
ら
か

な
た
め
、
ま
ず
は
歯
ど
め
を
か
け
る

た
め
の
目
標
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
経
営
改
革
プ
ラ
ン
で
は
職
員
を

１５０
人
減
員
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
市
長
は
選
挙
公
約
で
は
１００
人
を

減
員
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
経
営

改
革
プ
ラ
ン
と
公
約
と
の
差
に
つ
い

て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、職
員
数
は
何
人
が
適
正
だ

と
考
え
て
い
る
の
か
。
目
標
達
成
ま
で

の
年
次
計
画
を
示
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
　
民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
助
成
制

度
の
創
設
は
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
、

診
断
結
果
を
受
け
耐
震
化
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
相
当
の
費
用
が
か
か

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
耐
震
化

に
は
ず
み
を
つ
け
る
た
め
に
も
、
耐

震
化
へ
の
助
成
制
度
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
国
保
運
営
協
議
会
は
国
保
料
改

定
に
当
た
り
附
帯
意
見
で
「
子
育
て

世
代
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

の
見
直
し
を
図
る
べ
き
」
と
し
て
い

ま
す
。
出
産
育
児
一
時
金
は
２０
年
度

の
う
ち
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
す
。

◇
選
挙
公
約
の
予
算
へ
の
反
映

◇
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
北
口
の
渋
滞
対
策

◇
清
掃
工
場
の
移
転
問
題

◇
５０
周
年
記
念
憩
い
の
場
の
改
修

◇
妊
婦
健
康
診
査
の
充
実

◇
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
取
り
組
み

◇
中
学
校
へ
の
図
書
館
指
導
員
導
入

◇
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
場
の
設
置

　
　
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
や
数

値
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
選
挙

公
約
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
当
面
、
職
員
１
人
当
た
り
市
民
１４０

人
が
一
つ
の
目
標
で
す
。
現
時
点
の

年
次
計
画
は
２０
年
度
で
１５
人
、
２１
年

度
で
２５
人
、
２２
年
度
に
２７
人
、
２３
年

度
で
３４
人
の
、
計
１０１
人
の
減
員
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
耐
震
改
修
助
成
を
行
う
自
治
体

を
見
る
と
、
耐
震
診
断
が
必
ず
し
も

改
修
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
危
険
性
を
認
識
し
て

も
、
資
金
等
の
理
由
で
断
念
す
る
方

が
多
い
と
推
測
で
き
ま
す
。
２０
年
度

の
受
診
件
数
や
他
市
の
状
況
を
分
析

し
、
２１
年
度
に
制
度
化
し
た
い
。

　
　
国
保
運
営
協
議
会
よ
り
、
国
保

に
加
入
し
て
い
る
子
育
て
世
帯
が
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
出

産
育
児
一
時
金
支
給
額
の
見
直
し
を

図
る
こ
と
と
の
附
帯
意
見
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
に
お
け

る
少
子
化
対
策
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

市長市長の“所信”“所信”をただすただす    代表質問代表質問市長の“所信”をただす  代表質問
２月２８日の本会議で、市長から平成２０年度の市政運営にあたっての所信表明及び予算の概要について説明がありました。
３月４日には会派を代表した５人の議員による代表質問が行われ、施策の問題点や市長の考え方をただしました。

市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
施
策
の
充
実
を

公
明
党

中
島
　
光
男

「
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
全
面
的
見
直
し
を

日
本
共
産
党
立
川
市
議
会
議
員
団

浅
川
　
修
一

健
全
財
政
の
確
立
が
重
要

た
ち
か
わ
自
民
党

佐
藤
　
寿
宏

看
護
専
門
学
校
の
廃
止

そ
の
他
主
な
項
目

清
掃
工
場
の
移
転
の
財
源

市
債
残
高
の
削
減
に
取
り
組
め

問問問

答 答 答

「
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
の
全
面
的
な
見
直
し
を

二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
2
）削
減
、京
都
議
定
書
の
尊
重
を

そ
の
他
主
な
項
目

障
害
者
自
立
支
援
法
、
国
に
抜
本
的
見
直
し
求
め
る
べ
き

問問問

答 答 答

耐
震
化
へ
の
助
成
制
度
が
必
要

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を

そ
の
他
主
な
項
目

職
員
定
数
の
適
正
化
に
つ
い
て

問問問

答 答 答



3 平成２０年（２００８年）４月２５日

　
　
入
札
す
る
企
業
の
環
境
貢
献
度

や
障
害
者
雇
用
率
な
ど
、価
格
だ
け

で
は
な
い
、社
会
貢
献
度
も
入
れ
た
総

合
評
価
制
度
導
入
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
ま
た
、市
が
事
業
を
委
託
す
る
事

業
所
に
は
、労
働
者
の
公
正
労
働
、す

な
わ
ち
安
心
し
て
生
活
で
き
る
だ
け

の
賃
金
の
保
障
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
具
体
的
方
針
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
の
見
解

は
。
市
民
出
資
型
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
や
小
型
水
力
発
電
設
備
を
、
用
水

路
や
下
水
処
理
場
な
ど
の
公
共
施
設

に
設
置
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
促
進
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
ど
こ
の
保
育
園
を
民
営
化
し
て

い
く
か
と
の
案
を
出
す
前
に
、市
民
に

対
し
て
も
っ
と
情
報
を
出
し
、市
民
と

一
緒
に
考
え
て
い
く
方
法
は
な
か
っ
た

の
か
。
ま
た
、民
営
化
を
す
る
こ
と
が

本
当
に
良
い
こ
と
な
の
か
ど
う
か
と
い

っ
た
、基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
市
民
に

聞
く
べ
き
と
思
う
が
、見
解
を
。

◇
柴
崎
用
水
の
通
年
通
水

◇
図
書
館
（
指
定
管
理
者
）

◇
Ｄ
Ｖ
教
育
の
必
要
性

◇
共
同
調
理
場
の
オ
ー
ル
電
化
の
影
響

◇
特
別
支
援
教
育
の
取
り
組
み

◇
野
宿
者
支
援

◇
障
害
者
の
就
労

◇
子
育
て
支
援

　
　
市
で
は
公
共
調
達
基
本
方
針
を

策
定
し
、
価
格
と
品
質
を
優
先
し
た

入
札
制
度
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
１７
年
４
月
の
法
律
施
行
も
あ
り
、

さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
受
注
事
業
の
労
働
条
件
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
労
働
関
係
法
令
の
遵
守

を
事
業
者
に
も
と
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
短
期
目
標
と
し
て
、１
人
あ
た

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
０３
年
度

比
１０
％
削
減
と
し
て
い
ま
す
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

を
新
庁
舎
に
導
入
予
定
で
す
。
公
共

施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
の
利
用
は
、ま

ず
は
省
エ
ネ
対
策
を
行
い
、そ
の
後
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
研
究
し
ま
す
。

　
　
民
営
化
を
進
め
る
う
え
で
基
準

と
な
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、

保
護
者
、
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
意
見
や
質
問
に
対

し
て
は
、
議
員
を
は
じ
め
、
市
立
保

育
園
の
保
護
者
全
員
、
そ
し
て
、
市

民
に
広
く
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
市
民
生
活
に
直
接
責
任
が
あ
る

市
政
を
考
え
る
と
き
は
、市
民
福
祉

の
向
上
と
効
率
性
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要

で
す
。
福
祉
の
見
直
し
は
、低
所
得
者

層
に
十
分
な
配
慮
を
行
い
、決
し
て
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
暮
ら
し
に
影
響

を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
　
４
月
か
ら
実
施
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
は
、高
齢
者
の
暮
ら
し
を

直
撃
す
る
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
市
は
独
自
に
軽
減
策
を
行

う
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、内
容
と
継
続

的
措
置
で
あ
る
の
か
ど
う
か
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、制
度
実
施
に
よ
り
市
の

周
辺
地
域
で
は
受
診
で
き
な
く
な
る

医
療
機
関
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
図
書
館
業
務
は
指
定
管
理
者
制

度
に
は
な
じ
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。

図
書
館
は
単
な
る
貸
本
屋
で
は
な
く

行
政
が
責
任
を
持
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
業
務
と
考
え
ま
す
。
教
育
委

員
会
の
使
命
は
図
書
館
の
充
実
を
一
層

図
る
こ
と
と
考
え
ま
す
が
見
解
を
。

◇
箱
物
中
心
の
予
算
執
行

◇
市
民
と
の
合
意
形
成

◇
教
育
委
員
会
の
職
務
権
限

◇
市
民
福
祉
の
重
要
性

◇
介
護
保
険
制
度
の
独
自
軽
減
策

◇
障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
対
応

◇
看
護
専
門
学
校
廃
止
問
題

◇
保
育
園
の
民
営
化
問
題

　
　
持
続
可
能
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
は
選
択
と
集
中
の
考
え
方
が

必
要
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
は
、

市
民
生
活
に
直
接
影
響
が
あ
る
た
め
、

生
活
重
視
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
慎
重
に
検
討
し
、
特
に
低
所
得
者

に
は
十
分
に
配
慮
し
て
、
丁
寧
に
説

明
責
任
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
広
域
連
合
で
は
区
市
町
村
の
協

議
を
踏
ま
え
、２
ヵ
年
の
時
限
的
措
置

と
し
て
、保
険
料
全
体
を
軽
減
す
る

特
別
対
策
と
、低
所
得
者
対
策
を
講

じ
、保
険
料
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、高
齢
者
の
か
か
り
つ
け
医

制
度
の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

患
者
の
医
療
機
関
の
選
択
等
を
制
限

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
先
行
他
市
町
村
の
例
を
見
る
と
、

開
館
日
や
開
館
時
間
の
拡
大
、司
書

職
員
比
率
の
向
上
、図
書
購
入
費
の
増

額
、経
費
節
減
等
が
図
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
は
、図
書
館
の
一
層
の
充

実
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
向
上
の
た
め
の
市
政
改
革
を

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

太
田
　
光
久

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
進
め
る
べ
き

社
会
民
主
党
・
み
ど
り
立
川
・
市
民
の
党
　

大
沢
　
　
豊 

保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て

環
境（
Ｃ
Ｏ
2
削
減
）エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
を

そ
の
他
主
な
項
目

入
札
改
革
（
総
合
評
価
制
度
・
公
正
労
働
基
準
）

問問

答

問

答 答

図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
、
市
の
軽
減
策
は

そ
の
他
主
な
項
目

低
所
得
者
層
に
配
慮
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を

問問問

答 答 答

《主　な　施　策》　

　 基本計画の推進のために

○第３次基本計画を市民参加により策定
○市立保育園の民営化、地区図書館等への指定管理者の導入
○工事品質の確保や検査技術の向上に外部検査員を導入
○市民との情報共有・コミュニケーション向上のためホームペー
　ジを再構築　　　

　　  福祉・保健の増進

○妊婦健康診査の市負担回数を５回に充実
○市立保育園における１・２歳児枠の拡充や異年齢児保育の実施、
　民間保育園の定員の弾力化
○独自の介護保険料激変緩和措置を継続実施するとともに、介護
　保険サ―ビス利用料の軽減措置を新たに実施
○高齢者の日帰り、宿泊費用の一部を支援

　　　 生活環境づくり

○新庁舎への太陽光エネルギーの導入、小学校の校庭芝生化など
　温暖化を抑制する事業への取り組み
○清掃工場の移転問題に関し基金を設置し、資金の積み立てを開始
○路上喫煙対策として、条例の周知、マナー啓発のキャンペーン
　を実施

　　  教育・文化の振興

○放課後子ども教室による、地域と学校が一体となったスポーツ
　や文化活動、地域住民との交流活動等への取り組み
○各学校との相談窓口機能を強化し、小中学校全校に特別支援教
　育支援員を配置
○小学校全校に司書資格をもつ図書館指導員を配置

　　　    都市づくり

○現庁舎敷地及び周辺地域を含めたグランドデザインを策定する
　ための基礎調査を実施

○自動二輪車の駐車場整備の促進及び条例による放置防止対策へ
　の取り組み
○無料の簡易耐震診断及び耐震診断に対する費用の一部を助成
○庁用車に青色回転灯を装着し、防犯の啓発活動を行う

　　　   産業の振興

○個店振興事業を支援し、周辺市街地の活性化を図る
○観光ボランティアと連携し、都市観光推進モデル事業を実施
○農業ボランティアの育成に向けて、農業体験塾を実施

（要旨）市長所信表明
　市民がいきいきと活動し、輝き、住みな
れた地域で、安全で安心して暮らしつづけ
ることのできるまちづくりを目指し、「生
活重視」の基本的立場で、スピード感を常
に意識して取り組みます。


